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 原子炉再循環配管 鳥瞰図 
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Ａ　系 Ｂ　系

⑩
⑨

② ④

⑦
（当該箇所は残留

 熱除去系に分類

 される）

① ③

注：①～⑩は，溶接継手番号を示す。

女川原子力発電所１号機　原子炉再循環配管　概要図

  ⑥ ⑧ 　  ⑤

残留熱除去系より残留熱除去系より

残留熱除去系へ

原子炉再循環ポンプ・モータ

原子炉再循環ポンプ吸込弁

原子炉再循環ポンプ吐出弁

原子炉圧力容器より

原子炉圧力容器へ

原子炉再循環ポンプ・モータ

原子炉圧力容器より

原子炉圧力容器へ

原子炉再循環ポンプ吸込弁

材料調査材料調査

内面調査 内面調査
：第１２回および第１３回定期検査時に傷の兆候を確認

：第１４回定期検査時に傷の兆候を確認

：第１５回定期検査時に傷の兆候を確認

原子炉再循環系流量計
取替範囲

原子炉再循環系流量計
取替範囲

原子炉再循環ポンプ吐出弁

：第１２回および第１３回定期検査時に傷の兆候を確認

：第１４回定期検査時に傷の兆候を確認

：第１５回定期検査時に傷の兆候を確認

別紙２



女川原子力発電所１号機　原子炉再循環配管　傷の点検結果一覧表
（第１２回，第１４回定期検査時に確認された傷の兆候の点検結果）

別紙３

※１：指示位置は，指示深さを確認した位置。角度は，配管の上流側から見て， ※４：グラインダによる研削後の最大深さを記載しており，実際の傷の深さは，この記載値以下である。

　　　水平配管は上部側を０°，垂直配管は原子炉格納容器側を０°とする。 ※５：サンプルからの実測値。

※６：溶接継手番号④については，※５を代表箇所として調査を行ったためサンプルを採取せず。

※７：表中の「　－　」は，深さについては傷の先端部を特定できない場合を，長さについてはＤＡＣを超える信号がない場合を示す。

※２：超音波探傷検査による長さは，ＤＡＣ２０％，ＤＡＣ１００％をそれぞれ超える傷の兆候の長さ。

※３：超音波探傷検査を行う前に，試験片に設けた穴から戻った超音波の信号高さを検出し，その高さを

　　　 ＤＡＣ１００％とし，ＤＡＣ１００％の信号高さを１／５（２０％）にしたものをＤＡＣ２０％とする。

       画面上に表示された信号高さがＤＡＣを超えたものを傷と判断する。ＤＡＣ２０％はＤＡＣ１００％よりも

 　　  低い信号のものまで傷と判断する。

37 8.5※５
38

158

203

9.0※５

　※６

20.46 35.5

23.13 39.0

20.46 37.0

23.13 37.8

29

13

32

3.0 65 34 1.0
6

19

39

15 1.5

15

2.0

7 5.0

2.0

5.5

4.9以下※４13

5.5

38

6

31

34

3.5

溶接
継手
番号

指示
位置
※１

ー

必要
厚さ
（ｍｍ）

実測
厚さ
（ｍｍ）

超音波探傷検査

長さ（ｍｍ）※２ 深さ
（ｍｍ）DAC20%※３ DAC100％※３

②
２４０°
付近

35 ー ー

24 ー ー

57 13 2.0

28 13 ー

23 ー ー

ー

14

34

ー

ー

ー

2.5
１５０°
付近

29

25

22

141

　６０°
付近

　　０°
付近

64

2.0

2.0

3.0

2.0

4

7.2※５
23.5

内面調査

35 5.0以下※４

6.1以下※４118

104

材料調査

3.0

11

長さ(mm)

(浸透探傷検査)

ー

22 ー 424 25 ー

第１４回定期検査

超音波探傷検査

第１５回定期検査

備考
深さ(mm)

(研削又は実測)

504

内面調査

深さ
（ｍｍ）DAC20%※３ DAC100％※３

長さ（ｍｍ）※２

31

13

4963.5

3.5

第１３回定期検査

超音波探傷検査

長さ（ｍｍ）※２ 深さ
（ｍｍ）DAC20%※３ DAC100％※３

31 6

15

29

45

132

ー ー

4.0

100

130 18

53 43

ー

2.5

3.0

36

第１２回定期検査

DAC20%※３ DAC100％※３

長さ（ｍｍ）※２ 深さ
（ｍｍ）

①

③

超音波探傷検査

３００°
付近

１８０°
付近

１２０°
付近

27 3.5

3.5

3.0

材料調査④

546 540 194 12.2以下※４

5

16

17

内面調査

31 ー 2.0

20 ー 4.0

9３３０°
付近

１２０°
付近

18 4.5

172

ー

15

ー

ー

0°

90°

180°

270°



女川原子力発電所１号機　原子炉再循環配管　超音波探傷検査結果一覧表
（第１５回定期検査において新たに発見された傷の兆候）

※１：指示位置は，指示深さを確認した位置。角度は，配管の上流側から見て，

　　 水平配管は上部側を０°，垂直配管は原子炉格納容器側を０°とする。

※２：超音波探傷検査による長さは，ＤＡＣ２０％，ＤＡＣ１００％をそれぞれ超える傷の兆候の長さ

※３：超音波探傷検査を行う前に，試験片に設けた穴から戻った超音波の信号高さを検出し，その高さを

　　　ＤＡＣ１００％とし，ＤＡＣ１００％の信号高さを１／５（２０％）にしたものをＤＡＣ２０％とする。

       画面上に表示された信号高さがＤＡＣを超えたものを傷と判断する。ＤＡＣ２０％はＤＡＣ１００％よりも

 　 　低い信号高さまで傷と判断する。

※４：当該箇所は残留熱除去系に分類される

20 10

2.0

3.0

35 25

4.0

59 49 4.5

30 13

１８０°付近

　　０°付近

　３０°付近

　６０°付近

28.9

26.2

１８０°付近

１２０°付近

２１０°付近

⑥

⑤ 16.77

16.77

⑦※４ 17.40 33.0

⑧ 16.77 29.0

70 52

36

3.5

3.8

4
4.3

4.0

第１５回定期検査

4.0
165 129

5.5

超音波探傷検査

長さ（ｍｍ）※２
深さ（ｍｍ）

DAC20%※３ DAC100％※３

34.0

溶接継手番号
指示位置
※１

必要厚さ
（ｍｍ）

⑩ 20.46

実測厚さ
（ｍｍ）

⑨ 11.37 19.5

0°

90°

180°

270°

別紙４



別紙５

5.0以下
*

6.1以下
*

118

35

4

104

7.2

11，23.5

12.2以下
*

4.9以下
*

158 38

29,13,32
6，31,13

203

9.0

8.5

他の箇所を代表箇所とし
て調査を行ったためサン
プルを採取せず。

19

39

38，6

溶接継手番号（①～④） 上流側よりみて，水平配管は上部側を０°，
垂直配管は原子炉格納容器側を０°とする。

（記載例）

① ②

④③

*：内面研削による深さ

270°

0°

180°

傷の長さ
［mm］

傷の範囲

90°

配管

傷の深さ［mm］

女川原子力発電所１号機　原子炉再循環配管点検結果概要図
（内面調査及び材料調査）




